
令和７年度上半期
(令和７年４月１日から令和７年９月３０日まで)

東成瀬村下水道事業

業務の状況を説明する書類
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予 備 費 100,000 0 0.0%

合 計 94,136,000 9,185,888 9.8%

営 業 外 費 用 3,631,000 1,832,688 50.5%

特 別 損 失 10,000 0 0.0%

支出

項　目 予算現額 執行額 執行率

営 業 費 用 90,395,000 7,353,200 8.1%

合 計 91,795,000 25,853,748 28.2%

営 業 収 益 31,842,000 15,849,240 49.8%

営 業 外 収 益 59,953,000 10,004,508 16.7%

４　予算の執行状況

（１）収益的収入及び支出の状況（消費税及び地方消費税を含む）

収入 （単位：円）

項　目 予算現額 執行額 執行率

有 収 率 100.0 100.0 0

有 収 水 量 143,297 144,397 △ 1,100

区　別 当期末 前期末 増減

処 理 水 量 143,297 144,397 △ 1,100

令和７年度東成瀬村下水道事業上半期の業務状況

１　経営状況

　当村の下水道事業は令和６年度から地方公営企業法を適用し、公営企業会計へ移行した。これに
より、貸借対照表や損益計算書、キャッシュ・フロー計算書などによって、経営状況が「見える
化」され経営の健全度が明らかになるとともに、中長期の経営計画の客観的根拠が得られ村民への
説明責任も果たせるものと考えている。
　今後は経営の健全化、効率化を図りながら持続可能な事業運営に努めていきたい。本年度上半期
の経営状況は、収益では、営業収益が14,408,400円、営業外収益が10,004,508円で収益合計
24,412,908円となった。
　費用では、営業費用が7,258,355円、営業外費用が1,832,688円で費用合計は9,091,043円となり、
収益から費用を差し引いた15,321,865円が当期純利益となった。

２　建設関係 

　本年度の建設改良事業として予定している合併処理浄化槽設置工事であるが、当期の段階では設
置の申請がない状況となっている。

３　排水状況

一日平均処理水量 783 789 △ 6



５　企業債及び一時借入金に関する事項

７　経理の状況

（１）損益計算書

（２）貸借対照表

 資本

負 担 金 298,000 0 0.0%

合 計 536,847,776 合 計 536,847,776

予 備 費 100,000 0 0.0%

(注)減価償却及び長期前受金の収益化を年度末に一括で処理するため、減価償却費及び長
期前受金戻入は計上していない。

資 本 金 △ 278,958

剰 余 金 31,834,272

投 資 80,000 繰 延 収 益 230,067,747

流 動 資 産 9,543,357

有形固定資産 527,224,419 固 定 負 債 262,878,872

無形固定資産 0 流 動 負 債 12,345,843

科 目 金 額 科 目 金 額

 資産  負債

合 計 24,412,908 合 計 24,412,908

借　方 貸　方

特 別 損 失 0 特 別 利 益 0

当 期 純 利 益 15,321,865

営 業 費 用 7,258,355 営 業 収 益 14,408,400

営 業 外 費 用 1,832,688 営 業 外 収 益 10,004,508

費　用 収　益

科 目 金 額 科 目 金 額

（２）一時借入金
　　　　該当なし

建設改良費等
の財源に充て
るための企業
債

0 10,844,997 273,783,875

（１）企業債

区　別 当期借入額 当期償還額 令和7年9月30日末現在

合 計 27,450,000 10,844,997 39.5%

建 設 改 良 費 5,600,000 0 0.0%

企業債償還金 21,750,000 10,844,997 49.9%

合 計 9,901,000 0 0.0%

支出

項　目 予算現額 執行額 執行率

国 庫 補 助 金 1,103,000 0 0.0%

企 業 債 8,500,000 0 0.0%

（２）資本的収入及び支出の状況（消費税及び地方消費税を含む）

収入 （単位：円）

項　目 予算現額 執行額 執行率


